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23年度 第2四半期 決算トピックス

営
業
利
益

販
売
台
数

特
別
損
益
の
状
況

65.5千台

前年同期比
▲11.2％

68億円

前年同期比
▲59.3％

▲147億円

グローバル販売台数

国
内
認
証

北
米
認
証

138.0千台

＜下期 72.5千台＞

10億円

＜下期 ▲58億円＞

グローバル販売台数

資
産
活
用

2Q(4月-9月) 実績 通期 見通し

▲347億円

+566億円

▲265億円

▲347億円

+690億円

・国内 18.9千台 <▲1.2%>
A09C出荷再開も小トラ減

・海外 46.6千台 <▲14.8％>
アセアン市場減速

・国内出荷再開、為替により黒字確保

・材料市況、固定費増により減益

・顧客､仕入先等への補償

・クラスアクション和解成立

・日野工場西側土地売却(502億円)

・保有株式の売却促進(64億円）

・下期未定
(現地当局と継続協議)

・アセアン市場の更なる減速

・固定費効率化等により黒字確保

・23年度内に概ね完了予定

・保有株式追加売却見込む

(その他資産活用を継続検討)

・国内 40.0千台 <+10.6%>
E13C/A05HC 出荷未定

・海外 98.0千台 <▲9.6%>
アセアン市場減速

＜下期 ▲118億円＞

＜下期 － ＞

＜下期 +124億円＞

前年比

前年比
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1)23/上期 実績

2)23年度 通期見通し
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グローバル販売台数（地域別総台数）

(単位：台)

・グローバル販売台数は 65.5千台、前年比 ▲8.3千台（国内 ▲0.2千台、海外 ▲8.1千台）。
・海外は各国経済の減速に加え、供給問題が影響し、アジアを中心に前年比減。

614

18,938

19,160

100

33,959

4,055

7,703

3,768
2,625
1,911

26,441

3,813

7,860

3,497
2,932
1,932

73,795

65,513

日本 ▲222

アジア

北米

中南米

オセアニア

中近東
アフリカ
欧州

▲7,518

▲242

+157

▲271

+307
+21

▲514

▲8,282グローバル

(▲1.2%)

(▲22.1%)

(▲6.0%)

(＋2.0%)

(▲7.2%)
(＋11.7%)

(＋1.1%)
(▲83.7%)

(▲11.2%)

海外

22/上 23/上

54,635

46,575

▲8,060

(▲14.8%)
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国内トラック・バス市場の状況
各社販売計：半導体等、部品供給の改善に伴う各社生産の回復により、前年比 +30%増。
日野販売 ：大中型トラックは、一部車種の出荷再開により前年比台数増も、架装生産制約により

全体としては前年比微減。

58,870

25,268

1,075

32,527

34,350

76,720

2,263

大中型

トラック

小型

トラック

バス

+9,082

+7,580

+1,188

+17,850

(＋35.9%)

(＋23.3%)

(2.1倍)

(＋30.3%)
合計

22/上 23/上

40,107

各社販売計

+932

▲222

▲1,340

+186

19,160

6,294

191

12,675

7,226

18,938

11,335

377

大中型

トラック

小型

トラック

バス

〔24.9%〕

〔17.8%〕

〔39.0%〕

〔21.0%〕

〔28.3%〕

〔16.7%〕

(＋14.8%)

(▲1.2%)

(▲10.6%)

(＋97.4%)

〔32.5%〕
〔24.7%〕 合計

22/上 23/上

〔シェア ▲7.8P〕

〔シェア ▲3.9P〕

〔シェア ▲10.7P〕
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インドネシア・タイ販売台数
インドネシア：大中型は資源価格低迷の影響、小型は需要減退により、前年比減。

タイ ：5月総選挙後の新政府の動向様子見、足元ではローン審査厳格化により需要減退。

インドネシア

（単位：台）

8,459

7,194

▲1,265
(▲15.0%)

5,707
4,567 ▲1,140

(▲20.0%)

14,166

11,761
▲2,405

(▲17.0%)

小型

合計

22/上 23/上

大中型

タ イ

6,979

5,368

6,030
4,544

949 824

▲1,486
(▲24.6%)

▲125
(▲13.2%)

▲1,611
(▲23.1%)

大中型

小型

合計

22/上 23/上

（単位：台）
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トヨタ向け車両・ユニット売上

ユニット

(ﾀｲ・米国ﾕﾆｯﾄ販売)

（単位：ユニット）（単位：台）

・車両 ：トヨタからのユニット部品供給影響により、台数減。
・ユニット：北米は、前年の半導体不足による生産調整の解消により、大幅増。

10,686

61,378

72,064

60,839

7,265

53,574

合計

積載系

SUV

▲11,225

▲3,421

▲7,804

(▲15.6%)

(▲32.0%)

(▲12.7%)

22/上 23/上

190,968

251,885
+60,917

(＋31.9%)

合計

タイ

米国

195,449
223,181

414,149

447,334

▲27,732

(▲12.4%)

+33,185

(＋8.0%)

22/上 23/上
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連結損益の状況
（単位：億円）

科目

売上高 7,554 7,334 ＋220 ＋3.0%

(▲1.4p)

営業利益 68 166 ▲98

(▲2.0p)

経常利益 63 205 ▲142

親会社株主に帰属する (▲0.5p)

当期純利益 1 35 ▲34
     （　　) は、売上高利益率　 

23/上 22/上 増減 増減率

(0.9%) (2.3%)

▲59.3%

(0.8%) (2.8%)

▲69.4%

(0.0%) (0.5%)

▲97.8%

■ 連結売上台数 （単位：台）

23/上 22/上 増減

国内 19,132 18,628 ＋504

海外 48,275 55,758 ▲7,483

トヨタ 60,839 72,064 ▲11,225

■ 為替レート

23/上 22/上

ＵＳＤ 139 132

ＴＨＢ 4.03 3.76

ＩＤＲ（100） 0.93 0.89

ＡＵＤ 93 93
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連結営業利益の変動要因［対 前期実績］
・A09出荷再開に伴う国内大トラ増/円安により増益も、市況悪化(前年波及) 及び 固定費増加が大きく前年比減益。

販売面の影響 環境面の変化

(億円)
営業利益 ▲98 ( 166 → 68 )

<連結売上台数内訳> (千台)

前期 当期 差

大 3.0 4.6 +1.6

中 2.8 2.9 +0.1

小 12.7 11.3 ▲1.4

バス 0.1 0.3 +0.2

合計 18.6 19.1 +0.5
・限利 +99

(通貨別は下記参照)

・固定費換算差 ▲21

国内 海外 トヨタ他 為替 市況 原価・諸経費の増減

車両 +122  台数 ▲84    車両 ▲19    USD 〈132  → 139〉 +30    材料 ▲297  <一時費用> ▲102  <継続費用> ▲28    

(内訳上記掲載) 価格(新規/波及) +158  海外ﾕﾆｯﾄ ▲20    IDR  〈0.89 → 0.93〉 +21    物流 +6      品質(北米保証延長) ▲40       現法労務費ｲﾝﾌﾚ ▲15       

TS +50    TS +28    仕入先他 +18    THB 〈3.76 → 4.03〉 +38    ｴﾈﾙｷﾞｰ ▲1     お客様対応(車検代等) ▲16       統合案件ｺﾝｻﾙ他 ▲13       

AUD 〈93   → 93〉 -         訴訟関連費用 ▲17       

TWD〈4.32 → 4.44〉 +3      プロジェクト生準費 ▲10       <原価変動> ▲19    

他 +7      事業基盤強化他 ▲19       稼働ロス他 ▲19       

固定費換算差 ▲21    

計 +172  +102  ▲21    +78    ▲292  ▲149  
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連結当期純利益の変動要因［対前期実績］
(単位：億円)

当期純利益 ▲34 ( 35 → 1)
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（単位：億円）

増減

売上高 営業利益

(▲1.3%) (1.5%) ＋2.4% －

日本 5,154 ▲68 5,032 76 ＋122 ▲144

(9.1%) (8.8%) ▲9.8% ▲5.9%

アジア 2,365 216 2,621 229 ▲256 ▲13

(▲4.2%) (▲6.1%) ＋21.3% －

その他地域 1,487 ▲63 1,225 ▲75 ＋262 ＋12

調整 ▲1,452 ▲17 ▲1,544 ▲64 ＋92 ＋47

(0.9%) (2.3%) ＋3.0% ▲59.3%

計 7,554 68 7,334 166 ＋220 ▲98

（　　) は、売上高営業利益率　　　増減欄の％は、対前年増減率

営業利益売上高

23/上 22/上

売上高 営業利益

連結所在地別セグメント 売上高・営業利益
日本：国内大型トラックの台数増により増収も、材料市況の悪化等により大幅減益。
アジア：台数減により減収減益も、車両価格改善/トータルサポート拡大により、利益率は+0.3P改善。
その他地域：主として北米の台数増により増収、収益は材料/労務費インフレ等は継続するも前年比増益。
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連結四半期別売上高・営業利益推移

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

22年度 23年度

売上高

（ ) は、売上高利益率営業利益

22年度 23年度

43

123 90

▲82

11 57

3,559
3,775 3,770

3,969
3,719

3,835
（億円）

22年度

23年度

(1.2%)

(3.3%)
(2.4%)

(▲2.1%)

(0.3%) (1.5%)

為替レート 22年 23年 22年 23年 22年 23年 22年 23年

ＵＳＤ 125 135 137 144 144 ー 133 ー
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2)23年度 通期見通し

1)23/上期 実績
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グローバル販売台数

国内

海外

為替
(年度平均)

36.2千台

130円

22年度実績
23年度見通し

トヨタ向け台数

USD

108.4千台

43.0千台

116.0千台

127.9千台 129.1千台

135円

0.90円

3.82円

93円

0.90円

3.80円

88円

144.6千台 159.0千台

IDR(100)

THB

AUD

142円

10/27公表

40.0千台
(▲3.0千台)

98.0千台
(▲18.0千台)

119.8千台
(▲9.3千台)

0.94円

4.02円

93円

138.0千台
(▲21.0千台)

4/26公表

23年度 業績見通し 前提条件
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連結損益の状況

（単位：億円） （単位：億円）

科目
23年度

10/27公表

23年度

4/26公表
増減率 増減率

売上高 ▲11.8% ▲0.5%

営業利益 ▲95.0% ▲94.3%

経常利益 －            －           
親会社株主に帰属する

当期純利益 －            -             
（　　) は、売上高利益率

増減

▲2,000

▲190

▲190

17,000

200

150

(1.2%)

(0.9%)

増減

▲73
(▲1.1p)

▲164
(▲1.3p)

▲198
(＋6.3p)

＋957100 ▲320

(▲7.8%)

▲1,177

(0.6%)

10

▲40

▲220

15,000
(0.1%)

(▲0.3%)

(▲1.5%)

(▲1.1p)

(▲1.2p)

(▲2.1p)

22年度

実績

15,073
(1.2%)

174
(1.0%)

158
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販売面の影響 環境面の変化

営業利益 ▲190 ( 200 → 10 )

(億円)
・限利 +220

USD +75 〈130 → 142〉

IDR ＋22   〈0.90→ 0.94〉

THB ＋59 〈3.80→ 4.02〉

AUD +14 〈88  → 93〉

その他 +50

・固定費換算差 ▲60

・海外ユニット ▲85

・車両 ▲15

・価格改善/TS +30

・台数 ▲25

・台数 ▲200

・価格改善/TS +20

連結営業利益の変動要因［対 期首公表］
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販売面の影響 環境面の変化

(億円)

・台数 +245

・価格改善/TS +70

・台数/価格改善 ▲110

・TS        +45

限利 +110

USD +45 〈135→142〉

IDR ＋20 〈0.90→0.94〉

THB +40 〈3.82→4.02〉

AUD ±0 〈93→93〉

その他 +5

固定費換算差 ▲40

・海外ユニット ▲15

・車両 ▲10

営業利益 ▲164 ( 174 → 10 )

連結営業利益の変動要因［対 前年実績］
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